


































はじめに

　最近,心身障害児(以下障害児という)の問題が福祉の観点から論ぜられ,社会

の大きな関心となるにつれ,正確な実態把握の必要性が叫ばれている。これら

の障害児の把握に際して,特に強調されねばならないのは疫学的方法である。

即ち母集団を明確に設定することによってのみ,その発生状況や実態を他地区

との比較が可能な形で把握できるということである。

　疫学的に障害児(疫学上,この言葉を使用するときには,発達の障害という意

味である)を扱う時の問題は,その障害発生メカニズムの多様性と疾患の発現時

期が,受精から出産を経て,発育段階まで長期にわたることにある。そのため疾

患発生時期と把握時期に隔りがあり,障害児を的確に把握することが困難とな

っている。したがって疫学的調査には prospective な思考方法を必要とする。

このような観点に立って,障害児の実態を把握するために,本調査では既存の資

料が利用し得るのではないかと考えた。


